
今倉山山行報告 
【山 行 日】２０２２年 １０月 ２２（土）  晴れ 

【集    合】岩舟支所 P AM ５：００ 

【費    用】マイカー２台  ：   ４０００円 

【メンバー】ＣＬ：鈴木ﾕ、 SL：廣瀬     

青柳、植竹、大塚、小林、嶋田、鈴木ﾐ、 

  並木、藤原ﾌ 

【コースタイム】岩舟支所 P5:00＝道坂峠トンネ

ル P7:20/7:35～今倉山東峰 8:45～西ヶ原 9:10

～赤岩 9:25/9:40～二十六夜 10:30/10:45～ 

赤岩 11:50/12:15～西ヶ原 12:25～道坂峠トン

ネルＰ13:30/13:40＝岩舟支所Ｐ16:30 

 山行アンケートで「今倉山」のリクエストがあり、「エッ今倉山って何処にあるの」と分からなかった。

ネットで調べると道志山塊の山で、紅葉が道志山塊随一の山と書いてあった。地図を見ながらどの

ようなコースを取るか考え、道坂トンネル

から今倉山に登り、二十六夜山までピスト

ンして西ヶ原から下るコースを計画した。

岩舟支所を５時に出発し、圏央道から中央

道を走り都留IC で降りて、都留市内のコン

ビニでトイレを済ませ、道坂トンネル手前

の駐車場に車を止める。地図にはトイレの

印は無いが、道の反対側にトイレが設置さ

れていた。準備を整えストレッチを行って

出発し、トンネル左に付けられた道を登っ

て行く。稜線に出るとT字路になり、右に行

くと御正体山へ向かい今倉山へは左に進む。自然林の明るい山道を登り、ゆっくりと高度を上げて

行く。４０分程登ると標高１３１０ｍの平坦な

小ピークに出て、ホッと一息つける。さらに

ひと登りで明るく開けた場所に出て、御正

体山が間近に見えるようになる、しばらく

眺めが良い広い尾根を登り、ブナ混じりの

林の中を登ると今倉山山頂に着く。標高１

４７０．３ｍの三角点が置かれた山頂は静

かで、樹林に覆われて展望は得られない。

小休止し、記念写真を撮ったら二十六夜山

に向かって西の尾根を下って行く。 

すぐに小ピークを越え、ゆるやかに下ると

鞍部の西ヶ原に着く。下山はここから南に下る予定だが、この時は困難な道とは思いもしなかった。 



ここからはブナ混じりの実に気持ちが良い稜線を歩くが、紅葉は始まったばかりで時期が少し早か

ったようだ。それでも黄色く色着いた樹林の中を、

爽快に歩いて行く。岩交じりのヤセ尾根を登るよ

うになり、樹幹から富士山が見え皆さんから歓

声が上がる。 

小ピークに出ると展望が開け、富士山や周辺の

山々の眺望が素晴らしい。赤岩と呼ばれるピー

クで、今日のコースで一番の展望が得られる場

所だ。ゆっくり休憩を取り、展望を楽しみながら

おやつをいただいた。皆さんはスマホに富士山

をしっかり収め、絶景を楽しんでいた。ここからも

紅葉の稜線歩きが続き、アップダウンを繰り返しながら二十六夜山へ向かう。自然林の気持が良い

尾根を進むと、左下に林道が見えるようになり

左に下って林道に下り立つ。林道を右に進む

と直ぐに二十六夜山への登山口があり左の尾

根を登って行く。キノコ採りの男性が下って来

て、後ろの方で「何が採れるんですか？」「今

回はナラ茸だね」との会話が聞こえた。林道か

ら１５分程で二十六夜山山頂に着き、２等三角

点や山頂標識が置かれている。富士山の眺望

を楽しみながら、ご褒美のプリンを美味しくい

ただいた。ここでランチタイムの予定だったが、

時間が早いので展望が良い赤岩まで戻って食

べることにした。ここから往路を戻って赤岩まで行くが、アップダウンの稜線歩きは結構きつくペー

スが上がらない。ようやく赤岩まで戻り、お湯

を焼かしてカップ麺やスープを作りランチタイ

ム。おはぎやちくわの天ぷら、チーズ等々が

並び、富士山を見ながら豪華なランチを美味し

くいただいた。ランチが済んだら下山開始し、

西ヶ原まで下って右に下って行く。最初は歩き

易い登山道で快調に下るが、途中から沢沿い

の道になり登山道が不明瞭になる。それでも

踏み跡やテープを頼りに下れたが、沢を渡っ

て沢の中を下るようになり道が消えた。赤テー

プマークを頼りに降りて行き、大きな砂防ダムの上に出て右岸に登ると登山道に出た。すぐに道路

に出て左に進み、道坂トンネル駐車場に着いた。靴を履き替えたら帰路につき、帰りは道志道を下

って圏央道相模原 IC を目指す。中央道小仏トンネルの渋滞を避けて圏央道を通り、予定より早く岩

舟支所に帰着出来た。 


